
･ 

 

 
第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点第２章 「めざす子どもの姿」を実現するための重点    

重点目標① 問題解決能力の向上 

 
 基礎学力の定着を図り、学ぶ意欲をはぐくむことにより、 

問題を解決する力を育成するとともに、社会の中で共に生 

きる実践的な態度や資質を育成します。 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び，考える力を育む授業の充実」 
 

 

１ 学力の向上と授業改善 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

基礎的･基本的な力を身につけ、それらを活用して、よりよく問題を解決するための、自

ら学び、自ら考える力を育成します。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○ 四日市市の子どもたちの学力の現状について 

・ 四日市市では、平成 14 年度から実施している「到達度検査（CRT）」と、平成 19

年度から開始された「全国学力・学習状況調査」の結果の分析を行い、四日市市の子

どもたちの学力の傾向や課題を分析してきました。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【小学校】                【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊  詳細については、四日市市教育委員会ホームページ内の白書・報告書にて掲載しております。 

アドレス→  http://www5.city.yokkaichi.mie. jp/menu85764.html 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

問題解決能力向上に関する

授業実践研修会の実施校数 
９８．４％ ９５．1％ １００％ 

100％ 100％ 100％ 100％ 

（ 全 小 中 学 校 ）（ 全 小 中 学 校 ）（ 全 小 中 学 校 ）（ 全 小 中 学 校 ）    

平成２６年度全国・学力学習状況調査、到達度検査（CRT）について 平成２６年度全国・学力学習状況調査、到達度検査（CRT）について 平成２６年度全国・学力学習状況調査、到達度検査（CRT）について 平成２６年度全国・学力学習状況調査、到達度検査（CRT）について 

 全国学力・学習状況調査 到達度検査(CRT) 

実施学年 
小学校 6 年生  

中学校 3 年生 

小学校 5 年生 

中学校 1 年生 

中学校 2 年生 

教科 国語、算数・数学 

小学校 5 年生…国語、算数 

中学校 1 年生…国語、数学 

中学校 2 年生…国語、数学 

実施時期 平成 2６年 4 月 2２日 
平成 2６年 4 月～5 月 

 ※ 各校において実施日を決定 

 平成２６年度全国学力・学習状況調査結果（本市と全国） 平成２６年度全国学力・学習状況調査結果（本市と全国） 平成２６年度全国学力・学習状況調査結果（本市と全国） 平成２６年度全国学力・学習状況調査結果（本市と全国） 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び，考える力を育む授業の充実」 
 

 

 

 

 

・ 「到達度検査」（ＣＲＴ）※については、従来の小 5、中 2 に加え、平成２６年度

から中１の 3 つの学年で、国語、算数・数学の 2 教科を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学 6 年生 中学３年生 

国語 

・  漢 字 や 熟 語 を 読 ん だ り 書 い た り

す る 問 題 や こ と わ ざ ・ 慣 用 句 ・ 故

事 成 語 等 に 関 す る 問 題 な ど 基 礎 的

な知識理解に関すること 

・  文 章 の 内 容 や 会 話 の 流 れ を 理 解

し 、 筆 者 （ 話 者 ） の 意 図 や 要 旨 を

的確に捉える力 

・ 複 数の図 表やグ ラ フから 必要な 情

報を読 み取 り、 関連 づ けて考 え、与

えられ た条 件に 沿っ て 自分の 考えを

整理して記述する力 

・ 文字数に制限があったり、与え

ら れ た 言 葉 に つ な げ た り す る よ

うな「条件に応じて記述する」こ

と 

・ 書かれてある内容や情報を読み

取り、自分の意見や考えを根拠や

理由に基づいて、言葉や文章で表

すこと 

算数 

数学 

・ 画一的な計算の処理能力はあるが、

式・計算の意味を理解して表現する

ことや作図の意味を理解して表現す

ること 

・ きまりが成り立つ理由を言葉や数

式を用いて、根拠となる事柄を明ら

かにし、筋道を立てて説明すること 

・ 基礎的な知識・技 能の定着はみ

られるものの、 既習内 容を活用し

て問題を解決していく力 

・ ある事柄が成り立 つ理由や問題

解決の方法を数 学的な 表現を用い

て的確に説明する力 

○ 到達度検査（CRT）の結果 （全国=100 として比較） H2６.4～5 月実施 ○ 到達度検査（CRT）の結果 （全国=100 として比較） H2６.4～5 月実施 ○ 到達度検査（CRT）の結果 （全国=100 として比較） H2６.4～5 月実施 ○ 到達度検査（CRT）の結果 （全国=100 として比較） H2６.4～5 月実施 

【小学校】 

【中学校】 

〇 全国学力・学習状況調査の結果から、本市の児童生徒の主な課題（改善すべき〇 全国学力・学習状況調査の結果から、本市の児童生徒の主な課題（改善すべき〇 全国学力・学習状況調査の結果から、本市の児童生徒の主な課題（改善すべき〇 全国学力・学習状況調査の結果から、本市の児童生徒の主な課題（改善すべき

点）であると考えられる内容点）であると考えられる内容点）であると考えられる内容点）であると考えられる内容     
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び，考える力を育む授業の充実」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 小中学校における授業改善の取組状況〇 小中学校における授業改善の取組状況〇 小中学校における授業改善の取組状況〇 小中学校における授業改善の取組状況 ＜学校教育活動の 評価から ＞＜学校教育活動の 評価から ＞＜学校教育活動の 評価から ＞＜学校教育活動の 評価から ＞     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学 5 年生 中学 1・2 年生 

国語 

・話の中心に気をつけて聞いたり、資料を

用いて話したりすること 

・段落の関係を読み取ること 

・（中１）文章から必要な情報を読み

とる問題を解くこと 

・（中２）文章を読み取り要点をまと

める問題を解くこと 

算数 

数学 

・分度器や三角定規を利用して、角度を求

める問題を解くこと 

・数直線上に表された数を仮分数や帯分数

で表す問題を解くこと 

・（中１）線対称・点対称の図形を選択

する問題を解くこと 

・（中２）「比例・反比例」のグラフや式

の問題を解くこと 

【凡例】A…十分 B…おおむね十分 C…やや不十分 D…不十分 

 

〇 ＣＲＴの結果から、本市の児童生徒の主な課題であると考えられる内容〇 ＣＲＴの結果から、本市の児童生徒の主な課題であると考えられる内容〇 ＣＲＴの結果から、本市の児童生徒の主な課題であると考えられる内容〇 ＣＲＴの結果から、本市の児童生徒の主な課題であると考えられる内容     
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び，考える力を育む授業の充実」 
 

 

学習指導要領では「思考力・判断力・表現力等を育むための言語活動の充実」が重視

されていることから、各学校では「言語活動」を位置づけた授業づくりに取組むことで

授業改善に取り組んでいます。また、すべての教科において、ペア学習やグループ別学

習等を活用したり、ICT を活用した意見や考えを表現する場面を設定したり、言語活動

の充実を進めていくなど、アクティブラーニングの導入に努めています。 

「問題解決的な学習の推進」の項目においては、「授業づくりガイドブック」を活用し、

各校の実情に応じた実践を一層進めていく必要があります。 

今後も、学習課題や発問を工夫するとともに、他者と関わり合うことで、問題を解決

したり、子どもたち自らが新しい課題や新たな解決方法を発見したりするような思考の

過程を大切にした学習をめざし、授業改善・指導改善の充実を図ります。 

 

〇 四日市市における学力向上の全市的な４つの取組について 

市内すべての小中学校において「基礎学力の向上」を各学校の教育計画に位置づけ

て取組を進めています。また、平成 2５年度１月から取組んでいる以下の４つの取組

を、さらに強化して進めています。 

【取組１】本調査問題の活用 

・ 設問の一部を、復習や整理のための資料・課題として、授業の中で取り上げる。 

【取組２】本調査趣旨等を踏まえた授業改善 

・ ｢言語に関する能力｣と｢知識・技能を活用する力｣の育成を目指した授業改善 

（例 文章を縮約する、自分の考えを整理して書く・説明する場面を設ける等） 

【取組３】学習習慣の確立と学力補充の充実  

・ 家庭学習の定着、学校での補充学習の充実、宿題の工夫を図る。 

【取組４】継続的な学び 

・ 学年間及び小中間が連携した取組を実施する。  

・ 今年度は、【取組１・２】にあたって、教職員に対して、「学力向上研修会」を、 

１０月と１１月に４日間に分けて下記内容で開催しました。 

校種 月日  対象 研 修 内 容 

小
学
校 

10/28(火) 

５ 年 生 担 当 者

及 び 研 修 担 当

者 

・平成２６年度全国学力・学習状況調査結果にお

いて成果のあった実践事例として、２小学校から

の実践紹介 

・国語科、算数科、理科における具体的な授業改

善や指導方法等の提示 

中
学
校 

11/7(金) 
国語科２年生 

担当教師 

・これまでの全国学力・学習

状況調査から具体的な問題

を取り上げ、指導のポイント

や教科指導事例、実効性のあ

る改善策等の提示 

11/14(金) 
数学科２年生 

担当教師 

11/18(火) 
理 科 ２ 年 生 担

当教師 

・ また、【取組３】にあたる家庭学習の定着をめざし、１１月末に保護者・地域の皆様

向けにリーフレット「四日市の子どもたちの学力・学習状況や生活状況は？」を配布

し、子どもたちの学力向上への本市取組についてご理解・ご協力をお願いしました。 

【研 修風 景】  
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・ さらに、【取組４】については、学びの空白期間になりがちな春季休業中に着目し、

全ての小中学校が課題を作成して、小中連携した取組を進めました。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

1  調査結果において課題として考えられる内容が、児童生徒へ確実に定着していく

よう学習指導の改善・充実を図っていきます。 

  四日市市における学力向上の全市的な４つの取組の強化・進展 

・ 小学校５年生と中学校２年生において、全国学力・学習状況調査問題を活用

した取組の実施 

・  全国学力・学習状況調査趣旨等を踏まえた授業改善 

・ 家庭学習の定着と補充学習の充実 

・ 学年間及び小中学校間が連携した取組の実施 

  書くことの指導の充実 

・ 書き方の指導（学習用語も含む）や評価による意欲付け 

・ ノート指導の充実 

・ 国語科だけでなく、他教科においても「書くこと」の習慣化 

・ 記録、報告、紹介、感想などさまざまな文章を書く機会の設定 

  言語活動を取り入れた授業の充実 

・ 特に国語科において、説明、対話、討論、報告、要約などの言語活動を位置づ

けた授業の構築 

・ 論理的に思考する場や表現する場を多く設定 

・ 自分の考えの根拠を明確にさせる発問・課題の設定 

・ 文章（連続型テキスト）と図や写真（非連続型テキスト）を組み合わせたもの

（雑誌やパンフレットなど）の活用 

・ 読書や新聞記事を通して要旨や要点の整理・把握などに取組む授業の推進 

  各種学習支援教材等の活用 

・ 本市作成の「問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック」の活用 

     ・ 本市の各種ワークシート等の活用 

・ 国立教育政策研究所 「授業アイディア例」の活用 

     ・ 三重県教育委員会学力向上ホームページ「学習教材」の活用 

  ２ 知力・体力・道徳性をバランスよく育む指導の充実を一層推進していきます。 

・ 「特別な教科道徳」への変更を見据えながら、「私たちの道徳」等教材を活用

するだけでなく、話し合い活動や各種の体験活動を通して、多様な見方や考え

方のできる道徳教育の充実を図ります。 

・ 規範意識向上や生活及び学習習慣の定着 

・ 健康・体力向上の取組の充実 

３ 学力向上に向けて、組織的に取り組む学校体制の確立を図っていきます。 

・ 調査結果を学校全体で分析・活用するとともに、調査結果や具体的な取組を学

校だより、ホームページ等で発信をして、学校・家庭・地域が共通した認識をも

って、学力向上の取組を進めます。 

・ 各中学校区の学びの一体化において、指導体制の一体化、改善を進めることに

より確かな学力の育成を図っていきます。 
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２ 企業等との連携 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

企業やＪＡＸＡ 1)が提供する専門的な知識・情報・技能等を活用し、理科教育をはじめ

とするキャリア教育・環境教育等の教育活動の充実をめざします。特色ある内容、実験や

体験を取り入れた授業を実施し、児童生徒に感動を与え、学習への興味・関心を高めさせ

るとともに、学習の有用性を実感させる機会とし、学習意欲の向上をめざします。 

1） JAXA： 宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 。 四 日 市 市 は JAXA と 、 平 成 24 年 10 月 宇 宙 教 育 活 動 に 関 す る 協 定 を 締 結 。  

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

 企業１６社の協力（出前授業１３社・社会見学９社・教職員研修１１社・『四日市こど

も科学セミナー』９社が協力）により、連携教育を実施しています。 

また、平成２５年度からはＪＡＸＡとの連携教育も実施しています。 

○ 出前授業 ○ 出前授業 ○ 出前授業 ○ 出前授業 

企業との連携授業では、実験や製品の

紹介などが行われ、学校で学習する内容

が実生活や社会で活用されていることを

実感できる授業になっています。 

JAXA との連携授業では、宇宙に関わる

豊富な映像と最新の科学技術や情報をもとに、 

宇宙への夢をふくらませ、知的好奇心を喚起する授業となっています。平成 26 年度は、

「体力づくり」や「地球環境」など、宇宙以外の学習内容でも実施しました。 

どの授業においても、児童生徒がより興味をもち、よりわかりやすく実感を伴った理

解ができるように、改善を図りながら実施しています。 

 【平成２６年度実施の連携授業の内訳】※校数はのべ 

 小学校 中学校 

実施件数 校数 実施件数 校数 

連携授業 ２７件 １９校 １１件 ８校 

内訳 
企業 １９件 １４校 ９件 ７校 

ＪＡＸＡ ８件 ５校 ２件 １校 

【企業との連携授業の様子】  

 

  

 

 

 

 

 

年 度 実施件数 人 数 

平成 24 年度  ２４件  １,９３５人  

平成 25 年度  ２１件  ２,２２５人  

平成 26 年度  ３８件  ３，１９９人 

【連携授業の実施件数と授業を受けた人数】 

小 学 ４ 年 生 「 液 体 窒 素 を 使 っ た 実 験 」 小 学 ５ 年 生「 ね じ 締 め 作 業 体 験 」 中 学 ２ 年 生 「 部 品 づ く り 作 業 体 験 」  

※JAXA との連携授業は平成 25 年度から実施  
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【ＪＡＸＡとの連携授業の様子】  

<写 真 左 > 

小 学 ６ 年 生  総 合 的 な 学 習 の 時 間  

   「 宇 宙 っ て ど ん な と こ ろ ？  

        ～ 真 空 の 世 界 ～ 」 

<写 真 右 > 

 中 学 １ 年 生 ・ 保 健 体 育  

   「 宇 宙 で の 生 活 ・  

宇 宙 飛 行 士 の 体 つ く り 」 

連携授業を受けた児童生徒のアンケート結果を以下に示しました。多くの児童生徒が

楽しく、理解できる授業であると感じ、学習意欲を高めています。 

【連携授業を受けた児童生徒のアンケート】  

 

○  社会見学 ○  社会見学 ○  社会見学 ○  社会見学 

企業との連携による社会見学は、その場でしか体験や見学が

できない施設などで、本物を感じて学習します。平成２６年度

は２５件(２１校)実施しました。 

同じ企業の出前授業と組み合わせて、より学習効果をあげて

いる学校の例もあります。 

    

○  教職員研修 ○  教職員研修 ○  教職員研修 ○  教職員研修 

平成２６年度は、企業３社による２講座、JAXA 講師による 1 講座を実施しました。 

企業連携研修では、企業のもつ知識や科学技術などに触れ、本物を体感します。教員

は、その経験を活かして授業を行います。また、教員が理解を深めることによって、出

前授業や社会見学がさらに充実し

た学習になるようにしています。 

JAXA 連携研修では、直接宇宙

に関わらない学習でも宇宙に関わ

る見方ができることや、学習教材

とその授業例を学び、すぐに授業

に活かせる研修にしました。 

 

 

質問１　今日の授業は楽しかったですか。
質問２　今日の授業の内容は，理解できましたか。
質問３　これから，ふだんの生活や社会に出て役立つように勉強したいと思いますか。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

質問１

質問２

質問３

そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

「 軽 量 素 材 を 使 っ た  

次 世 代 自 動 車 を 見 学 」（ 小 学 5 年 生 ） 

企 業 連 携 研 修  

「 石 油 精 製 施 設 の 模 型 を 見 学 」 

JAXA 連 携 研 修  

「 模 型 を 使 っ た 月 食 の し く み 」  
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○  四日市こども科学セミナー ○  四日市こども科学セミナー ○  四日市こども科学セミナー ○  四日市こども科学セミナー 

3 年目を迎えた『四日市こども科学セミナー』は、本年度も夏季休業中に開催しまし

た。学校以外でも、子どもたちが科学への興味・関心を高め、科学の有用性を実感でき

るように、科学にふれる機会を提供する場として、企業による実験・体験や JAXA によ

る宇宙に関する講演会などを実施しています。 

『ＪＡＸＡ講師によるペットボトルを使った水ロケットづくり』『企業等による実験・

体験コーナー』『港内巡視船「ゆりかもめ」からの港内コンビナート見学』には、多数の

応募の中から、抽選で小中学生約５００人が参加しました。参加者からは、「とても楽し

めた」「面白かった」「また参加したい」「大人も勉強になることが多かった」などの声が

あり、協力企業からも、「楽しんで学んでもらうことができた」「市内のみならず、多く

の参加者と触れ合う貴重な機会となり、企業や取組を知ってもらうことができた」とい

った声をいただきました。また、『宇宙に関する講演会』では、年末に打ち上げ予定だっ

た「はやぶさ２」に関する話などに、小中学生をはじめ合わせて約４１0 人が参加しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 企業との連携授業では、新たな企業との連携授業を進めるとともに、実施している授

業について、より実感を伴った理解ができるように授業の内容や進め方について、各企

業と連携して随時、改善していきます。 

○ ＪＡＸＡとの連携授業では、過去 2 年間で実施した授業を紹介し、これまで実施し

ていない学校での実施を進めます。また、子どもたちの興味関心がより高まるよう、Ｊ

ＡＸＡとともに授業内容を検討していきます。 

○ 教職員研修講座においては、企業連携研修、JAXA 連携研修を継続して開設します。

ＪＡＸＡ連携研修では、学習教材とその授業例を学ぶことに加え、宇宙に関する最新の

話題や知識を得る機会となる講座とします。 

○ 『四日市こども科学セミナー』においては、関係機関との協力を得ながら、実施内容

の質の向上に努めていきます。特に、環境に関する内容については、新たに開館した「四

日市公害と環境未来館」と協力しながら、充実をめざします。 

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

協力企業の紹介や連携授業の内容、四日市こども科学セミナーの紹介は、四日市市立

教育センター（四日市市教育委員会教育支援課）のホームページで発信しています。 

「 企 業 と の 連 携 教 育 」： http://www.yokkaichi .ed.jp/e-center/nc3/htdocs/?page_id=258 

「 JAXA と の 連 携 教 育 」： http://www.yokkaichi .ed.jp/e-center/nc3/htdocs/?page_id=264 

「 四 日 市 こ ど も 科 学 セ ミ ナ ー 」：http://www.yokkaichi .ed.jp/e-center/nc3/htdocs/?page_id=261 

「つくった水ロケットを発射」 「企業等による実験・体験コーナー」 「乗船して港内コンビナート見学へ」 
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３ 博物館との連携 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

学習支援展示、プラネタリウム学習投映、小・中学校との連携授業など、観察や体験

を取り入れた発展的な学習を連携して行うことで、社会科及び理科等の授業の充実を図

るとともに、児童生徒の学習意欲の向上をめざします。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○○○○     常 設 展  常 設 展  常 設 展  常 設 展   

平 成 ２ ６ 年 度 は 、 リ ニ ュ ー ア ル 工 事 も あ り 、 常 設 展 示 室 で の

学 習 支 援 展 示 は 、 休 館 ま で の 期 間 の み と な り 、 小 学 校 ６ 年 生 を

対 象 と し た 「 大 昔 の 四 日 市 － 弥 生 時 代 と 古 墳 時 代 」 を 実 施 し ま

し た 。 例 年 行 っ て い る 全 学 年 を 対 象 と し た 「 四 日 市 空 襲 と 戦 時

下 の く ら し 」や 小 学 校 ３ 年 生 を 対 象 と し た「 む か し の く ら し 」（ 企

画 展 と し て 開 催 ） に つ い て は 、 今 年 度 は 実 施 し て い ま せ ん 。  

平 成 26 年 4 月 12 日 （ 土 ） ～ 5 月 11 日 （ 日 ）  

     「 大 昔 の 四 日 市  弥 生 時 代 と 古 墳 時 代 － 」  

平 成 26 年 5 月 12 日 （ 月 ） ～ 平 成 27 年 3 月 20 日 （ 金 ）   

リ ニ ュ ー ア ル 工 事 の た め 休 館  

○○○○     プ ラ ネ タ リ ウ ム  プ ラ ネ タ リ ウ ム  プ ラ ネ タ リ ウ ム  プ ラ ネ タ リ ウ ム  

①  小 学 校 と の 連 携 授 業  

例 年 、 小 学 校 で は 立 体 映 像 装 置 を 用 い   

て 連 携 授 業 を 行 っ て い ま し た が 、 平 成 ２   

６ 年 度 は 、 4 年 生 、 6 年 生 を 対 象 に 移 動  

式 プ ラ ネ タ リ ウ ム を 活 用 し た 連 携 授 業 を  

行 い ま し た 。 全 天 に 映 像 を 出 し て 星 座 の  

探 し 方 や 月 の 満 ち 欠 け 、 宇 宙 の 不 思 議 に  

つ い て 学 習 す る こ と が で き ま し た 。 天 体  

の 疑 問 を 解 決 す る た め の 情 報 を 提 供 す る  

こ と で 学 習 意 欲 の 向 上 に つ な が り ま し た 。 

 

②  中 学 校 と の 連 携 授 業  

移 動 式 プ ラ ネ タ リ ウ ム を 活 用 し て 、 天  

体 の 動 き に つ い て 連 携 授 業 を 行 い ま し た 。 

天 体 の 動 き や 宇 宙 の 疑 似 体 験 な ど 、 担 当  

教 諭 と 連 携 し な が ら 授 業 を 展 開 す る こ と  

が で き 、 生 徒 の 天 文 に 関 す る 基 礎 学 力 の  

定 着 に つ な が り ま し た 。  

プ ラ ネ タ リ ウ ム を 活 用 し た 授 業 は 、 天  

体 の 動 き を 視 覚 的 に 示 し て 学 習 効 果 を 上  

げ る だ け で な く 、 宇 宙 へ の 夢 を 育 む 機 会  

に な り ま し た 。 ま た 、 担 当 教 員 と 連 携 し て 授 業 を 展 開 す る こ と で 、 児 童 生 徒 の 問 題

解 決 の 進 捗 状 況 に 合 わ せ る こ と が で き ま し た 。  

（移動式プラネタリウム） 

中学校連携授業（移動式プラネタリウム） 

- 36 -



             
第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－１ 自ら学び，考える力を育む授業の充実」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆  今 後 の 方 針  今 後 の 方 針  今 後 の 方 針  今 後 の 方 針  

○○○○     常 設 展常 設 展常 設 展常 設 展  

①   リ ニ ュ ー ア ル 後 の 常 設 展 は 、こ れ ま で の ケ ー ス 内 に 資 料 を 並 べ る 展 示 手 法 か ら ､

原 寸 大 再 現 と い う 展 示 手 法 に 変 わ っ て い ま す 。こ れ は 、学 習 支 援 展 示「 む か し の

く ら し 」で 、子 ど も た ち の 理 解 を 深 め る の に 効 果 的 だ っ た 当 時 の 家 屋 の 再 現 を さ

ら に 進 め 、時 代 ご と の 建 物 を 再 現 す る こ と で 、子 ど も た ち に 当 時 の 四 日 市 に く ら

す 人 々 の 生 活 の よ う す が 、 よ り イ メ ー ジ で き る よ う に し ま し た 。  

  ま た 、原 寸 大 再 現 展 示 の 資 料 に は 、あ え て 説   

明 掲 示 を な く し ま し た 。周 囲 を 見 回 し て ど う い

う 場 所 な の か 、何 を す る 場 所 な の か を 考 え 、そ

こ か ら 物 の 見 方 や 考 え 方 を 得 る こ と を 期 待 し

て い る た め で す 。  

学 校 と の 連 携 で 行 う 授 業 に お い て は 、 今 ま   

で 以 上 に 深 く 、 そ し て 多 面 的 な 学 び が 期 待 で  

き ま す 。 こ の 博 物 館 で し か で き な い 学 び が 得  

ら れ る よ う に 、 学 ぶ 場 と し て の 活 用 を 学 校 と  

と も に 考 え 、 連 携 を 進 め て い か な く て は な り ま せ ん 。  

②  今 ま で 通 り 、中 学 校 で の 総 合 的 な 学 習 の 時 間 に 行 う「 職 業 体 験 学 習 」（ P.109 参

照 ） や 社 会 科 の 学 習 支 援 と し て「 む か し の く ら し 」を 実 施 し て い き ま す 。実 際 の

道 具 の 展 示・体 験 、常 設 展 の 原 寸 大 再 現 展 示 の 活 用 、ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 体 験 談 、

ワ ー ク シ ー ト の 活 用 を 行 っ て い き ま す 。「 む か し の く ら し 」 以 外 の 学 習 支 援 展 示

も 、よ り 多 く の 学 校 が 利 用 し て い け る よ う に 、教 職 員 を 対 象 と し た「 体 験 的 博 物

館 講 座 」 な ど で 、 展 示 内 容 や 資 料 、 体 験 グ ッ ズ な ど の 情 報 を 提 供 し 、 学 習 支 援 の

展 開 や 効 果 に つ い て 広 く 呼 び か け て い き ま す 。  

○○○○  プ ラ ネ タ リ ウ ムプ ラ ネ タ リ ウ ムプ ラ ネ タ リ ウ ムプ ラ ネ タ リ ウ ム  

最 新 の 投 映 機 器 を 用 い た 学 習 投 映 の 回 数 を

増 や す こ と で 、よ り 多 く の 学 校 で 利 用 で き る よ

う に 整 備 し ま す 。ま た 、四 日 市 公 害 と 環 境 未 来

館 と 連 携 し た 学 習 投 映 を 行 い ま す 。な お 、中 学

校 の み 、引 き 続 き 移 動 式 プ ラ ネ タ リ ウ ム の 連 携

を 行 っ て い き ま す 。  

担担担担 当教員当教員当教員当教員 のアンケート結果のアンケート結果のアンケート結果のアンケート結果     

2,019人 2,209人 2,270人
1,398人

2,535人

3,005人 2,893人
1,999人

2,255人

2,614人

H22 H23 H24 H25 H26

連携授業人数推移連携授業人数推移連携授業人数推移連携授業人数推移

小学４・６年生 中学３年生
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四日市モデル  

問題解決能力向上のための 5 つのプロセス 

2．問題の特 徴づけと表 現  

3．問題の解決 

4．解決方法の共有 

5．問題の熟考と発展 

それぞれのプロセスに行きつ戻りつ

することもあります。 

1．問題の理解 

４ 問題解決能力の向上 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

「 問 題 解 決 能 力 向 上 の た め の 授 業 づ く り

ガイドブック」を活用した授業づくりを進め、

子 ど も た ち の 問 題 解 決 能 力 の 向 上 を 図 り ま

す。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

○  平成２５年４月、「問題解決能力向上の

た め の 授 業 づ く り ガ イ ド ブ ッ ク 」（ 以 下

「ガイドブック」）を各小・中学校の教職員

に配付しました。 

問題解決能力向上のための 5 つのプロセスについて、研修担当者研修会で周知

するとともに、ガイドブックの利用を啓発しました。また、各小・中学校の校内研

修会等において、問題解決能力向上のための 5 つのプロセスの視点で、授業改善

について助言・指導をしました。 

○  夏季教職員研修講座において、学力向上・授

業づくり研修として「ガイドブックをもとにし

た授業実践発表」を実施しました。ガイドブッ

クの作成に関わった問題解決能力向上プロジェ

クト委員が講師となって、中学校数学科、小学

校国語科の授業について、それぞれのプロセス

で留意することや具体的な実践の仕方について

の研修を深めました。 

○  本年度は全小・中学校で「問題解決能力向上に関する授業実践研修会」を実施す

ることができました。また、ガイドブックを活用して、授業研修会を実施した小・

中学校の割合は、昨年度の５０％から９０％に上昇しました。ガイドブックを配付

して２年が経過する中で、その周知を図ることには一定の成果が見られました。し

かし、問題解決能力向上のための５つのプロセスの視点から授業改善を進める必要

性について、継続して啓発する必要があります。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 小中学校において「問題解決能力向上のための５つのプロセス」に基づく授業改

善を図ります。特に、第２プロセス「問題の特徴づけと表現」を大切にした授業展

開により、子どもの問題解決能力の向上を目指します。 

○  「問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック」活用推進協力校を募り、

具体的な授業実践研究を進めます。 

○  教職員研修講座において学力向上・授業づくり研修会を実施し、ガイドブックに

基づいた問題解決能力向上のための具体的な授業づくりについて学びます。 

夏季教職員研修講座 授業実践発表 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－２ 連携を生かした教育の充実」 
 

 

５ 学びの一体化の推進 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

「学びの一体化」の推進により、指導改善と教員の意識改革を進め、幼稚園・保育園・小

学校・中学校の連携を強化し、一貫性・系統性のある教育の推進に努めます。推進協力校

区を設定し、子どもたちの「確かな学力」「健やかな成長」のための滑らかな接続をねらっ

た具体的な実践を進めます。その成果を分析して全中学校区で共有し、１１年間の教育に

「見通し」と「責任」を持つ取組の充実を図っていきます。 

 

◆ 現状と課題  ◆ 現状と課題  ◆ 現状と課題  ◆ 現状と課題  

○ 各中学校区の活動 （平成２６年度学びの一体化アンケート結果分析から）     

 

 

 

 

 

 

 

                       

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇  平成 2６年度「学びの一体化」第 2 ステージでは、これまでの重点取組内容を継続

して全市において進めた結果、多くの取組に関して校種間の連携を進めることができ

ました。【図１、２】 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）    

小 学 校 高 学 年 に お け る 一 部 教 科

担 任 制 を 実 施 す る 小 学 校 数  
15 校 15 校 1５校 全 小 学 校 で 実 施  全 小 学 校 で 実 施  全 小 学 校 で 実 施  全 小 学 校 で 実 施  

校 区 あ た り の 乗 り 入 れ 授 業 日 数  8．0 日 9．4 日  １４．８日 
全 中 学 校 区 に お い て全 中 学 校 区 に お い て全 中 学 校 区 に お い て全 中 学 校 区 に お い て     

年 間 20 日 以 上年 間 20 日 以 上年 間 20 日 以 上年 間 20 日 以 上     

【図１】  【図２】  

〔中 学生 と園 児 との 交流〕  

％  

％  
％  
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とりわけ、全国学力・学習状況調査等の結果分析交流や CRT（到達度検査）の結果

交流及び家庭学習の取組において一層の進展が見られました。（【図１】）また、園児児

童生徒の交流に関する取組（【図２】）では、部活動体験の見学の取組が進みました。    

  一方、子どもたちの学力向上や発達段階においてつけるべき力を明確化することをね 

らいとして、平成２５年度から、重点取組内容（【図１、２】）に加え、今日的課題であ 

る７つの項目に関する実践的な取組（【図３】）を展開しています。 

  この中では、問題解決能力をテーマとする合同研修

会や全国学力・学習状況調査等を活用した授業改善・

教材研究及び春季休業中の学習課題作成といった取

組に大きな伸びが見られました。 

また、キャリア教育については、平成２５年度に全

中学校区で、各学校のあらゆる教育活動をキャリア教

育の視点で捉え直し、作成した全体計画や年間計画に

基づく実践が進められました。このことで、中学校区

の 現 状 に 応 じ た 育 ちの 連 続 性 を 意 識 し た取 組 を さ ら

に強めることができました。 

 このような取組から、平成 2６年度は、各中学校区

において、子どもたちの「確かな学力」「健やかな成

長」のために有効と考えられる取組をより明確にして

実践することができました。 

 今後も従前の取組の検証・改善を図りながら、具体

的で実践的な取組を進めます。 

【成果】           

〇 研究体制及び指導体制の一体化 

・ 各中学校区の特色や子どもたちの実態を共有

し、共通の研究 テーマを設定した上で、課題

解決のための指導体制の一体化および連絡体制

を強めるための組織づくりが進んできています。

このことから、自校区の子どもたちの良さや課

題についての共通理解が深まってきています。 

・ 協働の授業づくりや授業参観から、授業を通して子どもの姿の見とりが進み、指

導の改善に生かすことができるようになってきています。（見とり…子どもがどのように学

んだかを丁寧に追うことで、多角的に子どもをとらえること）  

〇 「本市における学力向上のための４つの取組」の充実  

・ 全国学力・学習状況調査や到達度検査の結果をもとに、小学校と中学校が、校区

の子どもたちの課題等を把握し、授業改善・指導改善へ生かしたり、夏季休業中に

中学校で実施する補充学習に小学校教員が参加したりすることで、学力向上の視点

から学びの一体化の取組の充実を図っている中学校区も増えてきています。 

・ 平成２６年度は、学びの空白期間になりがちな春季休業期間に着目した学習課題

を全ての小中学校で作成し、学年間及び、小学校から中学校への学習面の連携を一

層進めることができました。 

○ キャリア教育の視点による系統的な教育活動の充実 

・ 各中学校区が、平成２５年度作成の中学校区キャリア教育全体計画や年間計画に

基づき実践し、その取組の評価・検証を行うことで、発達段階に応じた「つけるべ

き力」を明確にした系統的な教育活動の充実を図ることができました。 

【図３】  

％  

〔 学 び の 一 体 化 ア ド バ イ ザ ー に よ る 研 修会  
早稲 田大 学 小 林宏 己教 授 〕  
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○ 指導の徹底と学習意欲・学力の向上  

・ 小学校における一部教科担任制については、技能教科を中心として実施している

場合が多いのが現状です。また、理科や外国語活動において教科担任制にしたり、

理科と社会、国語と算数を学年間・学年内で交換したりしている学校もあります。

この他にも一単元や数時間単位で学年間において授業交換し、指導をしている場合

もあります。一人の教員が複数の学級、学年にわたって教科指導に責任を持つ体制

をつくることで、教員の共通理解が図れ、子どもの学習意欲・学力の向上に効果が

あったという報告がありました。 

○ 市内全中学校区への人的な配置 

・ 乗り入れ授業等取組については、今年度 

から、全ての中学校区に人的配置を行いま 

した。このことで、全ての中学校区で計画 

的に乗り入れ授業に取組むことができまし 

た。とりわけ、推進協力校では、前年度の 

活動を踏まえた乗り入れ授業や連携した取 

組が進みました。（【図４】【図５】） 

・ 今年度は、全中学校区における全ての連 

 携した取組を以下の項目別に改めて整理

しました。 

 

 

 

 

 

  

右グラフが示すように、乗り入れ授業だけでなく、  

中学校区の子どもたちの学習状況等実態を把握したり、 

異校種の指導に学んだりという視点での授業参観や 

公開授業も盛んに行われています。（【図６】）   

○ 幼保小連携の充実   

※ 重点目標⑤ 「就学前教育の充実」（P.104）参照  

   ・ 就学前の育ちとの滑らかな接続を図るため、行事  

として交流していた幼保小の連携が深まりました。 

・ 各中学校区で、四日市版スタートカリキュラムを 

参考にした取組が進んでいます。（【図７】） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乗り入れ授業平均日数  

推進協力校区  １７. 3 日  

上記 以外  １１.８日 

 全取組の平均日数  

推進協力校区  3３.7 日  

上記 以外  2８.３日  

乗り入れ授業に係る取組 それ以外の連携した取組 

① 乗り入れ授業 ④ 授業参観・授業研究 

② 
乗 り 入 れ 授 業 打 ち 合

わせ（指導案作成等）  ⑤ 

園児・児童・生徒の 

交流活動 

③ 補充学習 

教科担任制 

小学 校で は、一部 の 教科 につ いて 、教

員の 得意 分野 を 生か し、 年 間ま たは 、

期 間 を 決 め て あ る 学 年 ま た は 一 部 の

学級 を対 象に 実 施す るも の を表 す。  

※ 国語 は、 書 写で の実 施 。た だし 、

6 年の ２校 で国 語全 般を 実 施。  

【図４】乗り入れ授業に係る取組 

【図５】中学校区内における 

連携した全ての取組平均日数 

【図６】乗り入れ授業等連携した 

取組別割合（総日数 687 日） 

【図７】スタートカリキュラムの取組  

＜平成２６年度 小学校 3８校における教科担任制の状況＞ 

 

％  

％  
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○ 平成２６年度推進協力校区（３校区）における取組 

推進協力校区では、市単非常勤講師を中学

校に配置することで、乗り入れ授業や各中学

校区におけるオリジナリティーのある行事や

授業を通した園児児童生徒間や教師間の交流

等、協働的な取組が進みました。 

また、校区の子どもの実態を把握・分析を

することで、教員同士が、異校種の指導に学

んだり、学習の系統性を考えたり、授業改善

や校区の課題解決につながりました。 

 

【課題】 

○ 今年度は、全ての中学校区において乗り

入れ授業を進めるため、講師配置に工夫を施

しました。しかし、依然として教員の負担が

大きい取組となっています。 

 引き続き、校区内の小学校数、学校規模等

の課題を考慮した講師配置を行い、スムーズ

な乗り入れ授業の実現に努めます。 

○ ティームティーチングによる指導や少人数指導を充実させる学

校は多くありますが、一部教科担任制を中心的な手だてとするこ

とは、限られた人的配置の中では難しい状況があります。 

○ 校区の全体研修会等では、参加者が意見交換や検討し合う場所   

や人数等を工夫し協働的な参加体験型研修会等に取り組んでいま   

す。今後も継続して、本市だけでなく先進的な中学校区の取組等 

を紹介するなど、子どもたちにも教職員にも効果が実感できる取 

組となるよう指導体制の充実を進めます。 

○ 「体力の向上」については、継続的な課題です。中学校区で連携した取組と体育科

授業の授業改善を図ります。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 平成２２年度から拡充してきた先行実施校区・推進協力校区は、平成２６年度をも

ってその指定を解消しました。今後、これまでの推進協力校区は、推進校区として取

組の一層充実を図り、市内の先進的な取組を進めます。 

○ 全市的に校区の実態や課題に応じた人的支援による効果を検証していきます。 

○ 各中学校区では、これまで築いてきた指導体制に基づき、「学力向上」、「心と体の健

やかな成長」を最重点取組内容に位置づけ、「本市学力向上のための４つの取組」や

「体力の向上の取組」を進めるとともに、教員の意識改革と授業改善を図ります。 

○ キャリア教育全体計画や年間計画を随時修正や改善を図りながら、一層中学校区の

実態に即した就学前から中学校までの一貫性・系統性ある教育の充実に努めます。 

○ 本市総合計画に位置づく新たな研究校区「教育実践研究推進校区※」を 2 中学校区

指定し、「問題解決能力向上」をテーマとして調査研究を進めます。 

   本実践研究推進校区では、学びの一体化の指導体制や研究体制を基盤とした実践的

な研究を行い、その成果と課題を市全体に普及します。 

※ 教育実践研究推進校区…四日市市が、新たに指定する調査研究中学校区の名称 

年度  学校 区名  
中学

校数  

小学

校数  

H22 

塩 浜 中 校 区   塩 浜 中 校 区   塩 浜 中 校 区   塩 浜 中 校 区   

羽 津 中 校 区   羽 津 中 校 区   羽 津 中 校 区   羽 津 中 校 区   

常 磐 中 校 区 常 磐 中 校 区 常 磐 中 校 区 常 磐 中 校 区 

３   ５ 

H23 

塩 浜 中 校 区  羽 津中 校 区  塩 浜 中 校 区  羽 津中 校 区  塩 浜 中 校 区  羽 津中 校 区  塩 浜 中 校 区  羽 津中 校 区      

常 磐 中 校 区  富 田中 校 区  常 磐 中 校 区  富 田中 校 区  常 磐 中 校 区  富 田中 校 区  常 磐 中 校 区  富 田中 校 区      

西 陵 中 校 区  桜 中校 区 西 陵 中 校 区  桜 中校 区 西 陵 中 校 区  桜 中校 区 西 陵 中 校 区  桜 中校 区 

６ 11 

H24 

富 田 中 校 区  西 陵中 校 区  富 田 中 校 区  西 陵中 校 区  富 田 中 校 区  西 陵中 校 区  富 田 中 校 区  西 陵中 校 区      

桜 中 校 区   橋 北中 校 区 桜 中 校 区   橋 北中 校 区 桜 中 校 区   橋 北中 校 区 桜 中 校 区   橋 北中 校 区 

大 池 中 校 区  西 笹川 中 校 区大 池 中 校 区  西 笹川 中 校 区大 池 中 校 区  西 笹川 中 校 区大 池 中 校 区  西 笹川 中 校 区     

6 11 

 

H25 

橋 北 中 校 区  西 笹川 中 校 区橋 北 中 校 区  西 笹川 中 校 区橋 北 中 校 区  西 笹川 中 校 区橋 北 中 校 区  西 笹川 中 校 区     

大 池 中 校 区  西 朝明 中 校 区大 池 中 校 区  西 朝明 中 校 区大 池 中 校 区  西 朝明 中 校 区大 池 中 校 区  西 朝明 中 校 区     

中 部 中 校 区  楠 中校 区中 部 中 校 区  楠 中校 区中 部 中 校 区  楠 中校 区中 部 中 校 区  楠 中校 区  
６ 11 

H26  中 部 中 校 区  楠 中校 区 中 部 中 校 区  楠 中校 区 中 部 中 校 区  楠 中校 区 中 部 中 校 区  楠 中校 区 

西 朝 明 中 校 区 西 朝 明 中 校 区 西 朝 明 中 校 区 西 朝 明 中 校 区 
３  ５ 

※H22,23 は先行実施校区 

＜推進協力校区の推移＞ 

〔中 学校 区の 教 職員 研修 〕 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－３ ＩＣＴを活用した授業の充実」 
 

 

６ ＩＣＴを活用した授業の充実 
◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

主体的にＩＣＴを活用し、コミュニケーションを通して問題の解決ができる児童生徒を育

成します。また、デジタル教材を整備し、分かりやすい授業の実現をめざします。 

    

◆ 現状と課題 現状と課題 現状と課題 現状と課題 

ICT 環境整備として、平成 21 年度に電

子黒板等を各校 3～4 台導入し、各教科の

デジタル教科書・教材等を順次整備しまし

た。そして、平成 25 年度には、小学校学

習用コンピュータ機器をコンピュータの持

ち運びが可能なタイプに更新したことで、

コンピュータ教室以外で活用することが可

能になりました。 

このように、インフラ・デジタル教材を

整備したことにより、一定の ICT 環境が整

い、ICT を活用した授業時間が増えました。

現在では、1 校当たりの ICT を使用する時

間数は、月平均 144 時間になり、日常的に

ICT が使われるようになりました。 

平成 26 年度は、特別支援学級に大型モ

ニタの導入を行いました。各教科や自立活

動等の指導において、特別な支援を必要と

する子どもたちが、特性に応じた活用をす

ることにより、その効果を高めることがで

きました。 

ICT の効果的な活用につながるよう、要 

請に応じて機器の操作や活用方法の研修を 

行いました。 

 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ 4 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ 5 年 度 ） 

実績値 

（ 平 成 ２ 6 年 度 ） 

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）（ 平 成 ２ ７ 年 度 ）    

Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し て 教 科 指

導している教員の割合 
９６％  ９６％  ９６％ 100% 100% 100% 100% 

【教室で ICT を活用する児童】 

【ICT を活用して授業ができる教職員の割合と 

            ICT 活用授業時数】 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－３ ＩＣＴを活用した授業の充実」 
 

 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

〇 授業の充実 〇 授業の充実 〇 授業の充実 〇 授業の充実 

子どもたちが ICT を活用して、自らの

考えを表現し、互いに学び合うなど協働

的な授業を推進し、問題を解決する力を

育成します。 

  また、各教科の授業等で児童生徒の実

践的な情報活用能力と情報モラルの育成

（情報教育）を図ります。より実践的な

情報モラル指導のための教職員研修、出

前研修を充実させ、情報教育における教

員の指導力向上のための研修支援を実施

していきます。 

 

〇 ＩＣＴ環境整備 〇 ＩＣＴ環境整備 〇 ＩＣＴ環境整備 〇 ＩＣＴ環境整備 

  電子黒板やコンピュータ教室等のシス

テムの整備について、今後の技術進化を

見据え、より効果の高いシステムの研究

に取り組んでいきます。 

 

○ 若手教員への支援 ○ 若手教員への支援 ○ 若手教員への支援 ○ 若手教員への支援 

  ＩＣＴを活用した授業が増えてきた一

方で、若手教員が授業で ICT を活用して

いる時間が少ない現状があります。そこ

で、若手教員を中心とした研修を行い、

ICT を活用した授業づくりを通して、若

手教員の授業力向上を目指し、市全体の

教員の人材育成へとつなげていきます。 

 

〇 校務の情報化 〇 校務の情報化 〇 校務の情報化 〇 校務の情報化 

  教員が子どもたちと向き合う時間の確

保や教育の質の向上と学校経営の改善に

つながるよう、情報通信技術の進展にふ

さわしい校務の在り方について検討して

いきます。 

【情報モラルについて研修する教員の様子】  

【ＩＣＴを活用して学び合う児童の様子】  

【若手教員を対象とした研修の様子】 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－４ 外国語活動・英語教育の推進」 
 

 

７ 外国語活動・英語教育の推進 

◆ ねらい◆ ねらい◆ ねらい◆ ねらい 
国際化時代に生きる子どもの育成をめざして、コミュニケーション能力を高めるととも

に、外国の文化や生活への興味や理解を深め、日本の文化や自分の考えを英語で発信でき

る力を養います。 

◆ 現状と課題 現状と課題 現状と課題 現状と課題 

○ 中学校における英語教育の取組状況 

小学校外国語活動で育まれる「聞くこと」「話すこと」に加えて、中学校段階から導入

される「読むこと」「書くこと」をバランスよく育成するような指導を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語活動を効果的に行う視点から、全ての学校がペア学習やグループ別学習を取り入れ、

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成しています。 

 「小学校外国語活動を意識した授業」に関する項目は、昨年度と比較すると、行ってい

る、どちらかと言えば行っているという肯定的な回答が前年度比で 4.5 ポイント増加しま

したが、引き続き、小学校外国語活動の目標と内容を意識した指導を今後進めていく必要

があります。 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（平成 27 年度）（平成 27 年度）（平成 27 年度）（平成 27 年度）    

小 学 校 外 国 語 活 動 研 修

講 座 受 講 経 験 者 の 割 合  
60．0% ７４．３％ ９０．２％ 100% 100% 100% 100% 

英 語 指 導 員 の 派 遣 回 数  

（年間） 

幼 稚 園  学 期 1.3 回  

小 学 校  1 校 あ た り  

平均 34.2 日 

中 学 校  1 校 あ た り  

平均 72.5 日  

幼 稚 園  学 期 １ .３ 回  

小 学 校  1 校 あ た り  

平均 36.７日 

中 学 校  1 校 あ た り  

平均７４日 

幼 稚 園  学 期 １ 回  

小 学 校  1 校 あ た り  

平均 36.７日 

中 学 校  1 校 あ た り  

平均７５日 

幼 稚 園  学 期 １ 回 以 上  幼 稚 園  学 期 １ 回 以 上  幼 稚 園  学 期 １ 回 以 上  幼 稚 園  学 期 １ 回 以 上  

小 学 校  １ 校 あ た り  小 学 校  １ 校 あ た り  小 学 校  １ 校 あ た り  小 学 校  １ 校 あ た り  

    平 均 38 日 以 上平 均 38 日 以 上平 均 38 日 以 上平 均 38 日 以 上     

中 学 校  １ 校 あ た り  中 学 校  １ 校 あ た り  中 学 校  １ 校 あ た り  中 学 校  １ 校 あ た り  

    平 均 80 日 以 上平 均 80 日 以 上平 均 80 日 以 上平 均 80 日 以 上     
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○ 小学校における外国語活動の取組状況 

 

 

 

 

            

 

                      【外国語活動についてのアンケートより】                                      

外国語活動において指導者は児童の手本となるべく、積極的に英語を使用しています。

英語指導員とのティームティーチングにおいて、全小学校で担任主導の授業を行っていま

すが、今後も担任主導による外国語活動の研修を一層進めていく必要があります。 

◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 ◆ 今後の方向性 

○ 小学校外国語活動カリキュラム検討委員会において再編成された、本市独自の小学１

～４年生用の「四日市市小学校外国語活動カリキュラム」の活用を促進するため研修会

を行い、小学５・６年生の外国語活動（年間３５時間）への円滑な接続を図ります。 

○ 小学校から中学校への効果的な接続のため、小学校外国語活動を意識した授業づくり

が行われるよう、文部科学省から配付されている教材「Hi，friends!」や再編成された

「四日市市小学校外国語活動カリキュラム」などを活用した小学校外国語活動実践につ

いて、中学校教職員対象の研修会を行います。 

○ 担任による外国語活動や、英語指導員との連携による外国語活動の指導の充実を図る

ために、小学校教職員対象の研修会を行います。 

○ 四日市市外国語活動推進校２校および協力校２校を指定

し、実践研究を継続します。各校における小学校外国語活

動の充実に向け、カリキュラムの改善を行います。 

◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

○ 中学校における英語指導員の派遣 

・  市内すべての中学校に、11 人の本市教育委員会在籍の英語指導員（ＹＥＦ ※１） 

を派遣しました。(１人２校を担当)     

・ 各校で指導する英語科担当教諭とのティームティーチングで、主に「聞くこと」と

「話すこと」の育成に努めました。 

・ YEF を活用したスピーチやプレゼンテーション、スピーキングテスト、書き取り、

聞き取り等の活動により、多くの学校で学習効果が上がっています。 

・ スピーチコンテストや英作文コンテストにおいて、YEF が放課後に生徒と個別に練

習する機会を持ち、発音指導や表現の指導を行いました。 

・ YEF は授業だけでなく、昼食・清掃・休憩時間や部活動などの学校生活の場面に参

加することで、生徒たちとの自然な英語でのコミュニケーションに努めています。 

このイメージは、現在表示できません。

【YEF と の授 業 風景】 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－４ 外国語活動・英語教育の推進」 
 

 

○ 小学校における英語指導員の派遣 

・ 英語指導員との連携による外国語活動を、小学校１～４年生において年間４時間、

５～６年生で年間２５時間実施するため、ＹＥＦ11 名に加えて、本市教育委員会在

籍外の英語指導員（ＨＥＦ ※２）８名を市内すべての小学校へ派遣しました。 

・ 児童が言語や文化を体験的に学べるように、一緒に給食を食べたり、特別活動や休

み時間にともに活動したりしました。  

 

○ 外国語活動推進校の実施および四日市市小学校外国語活動カリキュラムの再編成 

・ 小学校外国語活動推進校として４校を指定し、四日市市小学校外国語活動カリキュ

ラム（暫定版）を活用し、1～4 年生において各学級年間１０時間の外国語活動を行

いました。その授業実践を基に、カリキュラムの改善に努めました。 

・ 小学校外国語カリキュラム検討委員会において、小学５・６年生の外国語活動への

円滑な接続を図るため、本市独自の小学１～４年生外国語活動カリキュラムの再編成

をしました。指導案に加え、学級担任が教室で使う英語のリストや、カリキュラムに

沿った絵カード、発音練習のためのＤＶＤ、推進校での英語環境づくりの取組例など

も作成しました。  

 

○ 幼稚園における英語指導員の派遣 

・ 言語や文化を体験的に学べるように、英語の歌を歌っ

たり、 絵本の読み聞かせをしたりしました。四日市市

小 学 校 外 国 語 活 動 カ リ キ ュ ラ ム を 意 識 し た 授 業 を 行 い

ました。 

・ サンタクロースの衣装を着た英語指導員が、園児に直

接プレゼントを渡して英語でコミュニケーションを図り

ました。 

 

○ ＹＥＦの指導力資質向上をめざし、公開授業や指導課による参観授業、指導方法の研

修会を実施しました。 

 

○ 外国語活動研修会の実施 

・ 小学校教員の指導力を向上のため、文部科学省直山木綿子教科調査官や YEF によ

る「Hi, friends!」を活用した授業実践、ティームティーチングでの外国語活動を体験

する研修会を３回実施しました。小学校外国語活動研修講座受講経験者の割合も大幅

に増加しました。 

※１ ＹＥＦ（「Yokkaichi English Fellow」の略） 

本市で直接雇用している教育委員会在籍の英語指導員をいいます。本市では、

アメリカのロングビーチ市との姉妹都市提携と国の「語学指導等を行う外国青年

招致事業」により採用している英語指導員を、主に中学校に派遣しています。 

※２ ＨＥＦ（「Haken English Fellow」の略） 

本市で直接雇用していない教育委員会在籍外の英語指導員をいいます。本市で

は、一般入札した派遣業者による英語指導員を、小学校に派遣しています。 

【幼 稚園・絵 本読 み聞 かせ 風 景】 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－５ 少人数教育の充実」 
 

 

８ 少人数教育の充実 

◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい ◆ ねらい 

学習集団を少人数にし、児童生徒一人一人に応じたきめ細かな指導を行います。 

◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 ◆ 現状と課題 

〇 少人数学級の実施 

小学校低学年と中学校１年生では、よりきめ細かな指導を行う目的から、１学級あ

たりの人数を少なくした三重県の「みえ少人数学級」「少人数加配学級」などの措置を

行っています。 

また、平成 23 年度からは、本市独自に「中学校１年生３０人学級(下限なし)」、さ

らに、平成 25 年度からは、本市独自に「小学校１年生３０人学級（下限なし）」を実

施しています。 

これらの施策よって、小学校１年生及び中学校１年生の１学級の児童生徒数が小規

模となり、子どもの成長や発達に応じたきめ細かな指導を行うことが可能になってい

ます。その結果、就学前と小学校、小学校と中学校との滑らかな接続を図ることがで

き、学びや育ちの連続性を大切にした「段差のない教育」を実現しています。  

 

＜小学校 1 年生、中学校 1 年生における 1 学級の児童生徒数の平均（人）＞ 

 平成 23 年 度  平成 24 年 度  平成 25 年 度  平成 2６年 度  平成 ２７ 年度（ 見込 み ） 

小学校 1 年生 28.1 27.5 24.7 23.4 23.9 

中学校 1 年生 27.3 27.2 27.0 27.0 26.9 

 

〇 少人数授業の実施 

少人数授業は、小学校３８校、中学校２２校のすべての学校で実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組指標 
実績値 

（ 平 成 ２ ４ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ５ 年 度 ）  

実績値 

（ 平 成 ２ ６ 年 度 ）  

目標値 目標値 目標値 目標値 

（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）（ 平 成 27 年 度 ）    

小 学 校 1 年 生 、 中 学 校 1 年 生

に お け る 30 人 学 級 の 実 施 率  
７７．４％ ９３．4％ ９６．７% １００% １００% １００% １００% 
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第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－５ 少人数教育の充実」 
 

 

右の表は、少人数授業の実施状

況について、教科別にまとめたも

のです。 

各学校の実情や子どもの実態に

応じて、実施する教科や学年は異

なっています。 

小学校においては、学習の積み

上げが必要となる高学年の算数科

において、多くの学校で少人数授

業が取り入れられています。 

中学校では、英語科において半

数以上の学校が実施しているほか、

学級規模が 40 人学級（国の基準）

となる２年生及び３年生の数学科

で実施する学校が多くみられます。 

 

＜少人数教育の効果＞ ＜少人数教育の効果＞ ＜少人数教育の効果＞ ＜少人数教育の効果＞     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性◆ 今後の方向性  

・ 少人数集団における指導が、より効果を発揮するために、指導方法や指導体制の工

夫改善に努めていく必要があります。 

 （例）・児童生徒一人ひとりに応じた学習課題の設定 

・本市作成の「問題解決能力向上のための授業づくりガイドブック」を活用し

た授業の充実 

・児童生徒の希望コース制による習熟度別学習の実施 

・きめ細かなノート指導や点検指導の充実        など             

・ 今後、教職員の世代交代が進む中、経験の浅い教諭・常勤講師・非常勤講師が増え

ることが予想されるため、全ての教職員の指導力を向上させるために協働した指導体

制や組織的で工夫のある研修体制を継続して行っていく必要があります。 

○ 子どもたちにとって 

  ・  これまで以上に授業が理解しやすくなることで「学習意欲の向上」につながる。 

  ・  きめ細かな生徒指導が行われることにより、「落ち着いた学校生活」を送ることができる。 

○ 家庭・保護者にとって 

  ・  「教員がきめ細かに対応」することができ、学校に対する信頼感が高まる。 

  ・  「家庭との連携」が図られることにより、教員がより早く課題に対応できる。  

○ 学校、教員にとって 

・ 子 ども たち 一人ひ と りに目 が行 き届 き、学 習 のつま ずき の発 見や個 々 の学習 進度 等に 応じ

た指導が可能となる。 

・ 子 ども たち の発言 の 機会が 増え 、自 分の考 え を発表 した り話 し合っ た りする こと で表 現力

を高め、思考を深める授業展開が可能となる。 

・ 子どもたちが抱える悩みや相談に応える時間確保ができる。 

＊ H24 文 部 科 学 省 公 立 義 務 教 育 諸 学 校 の 学 級 規 模 及 び 教 職 員 配 置

の適 正化 に関 す る検 討会 議 （中 間と りま と め） より 一 部抜 粋  

少人数授業実施状況(小学校３８校中 教科別実施校数) 

少人数授業実施状況(中学校２２校中 教科別実施校数) 
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第２章「めざす子どもの姿」を実現するための重点 
重点① 問題解決能力の向上 

 

第２次四日市市学校教育ビジョン「重点①－５ 少人数教育の充実」 
 

 

 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 ◆ 主な取組状況 

〇 きめ細かく行き届いた指導を行うための授業時間数 

市内で実施されている多くの少人数授業は、国から配置された加配教員と、市単独

で配置した非常勤講師によって行われています。講師配置に関わる人件費が削減され

る中、平成 23 年度以降は、講師１人当たりの授業時間数等の工夫により１校あたり

の配置人数を確保し、より各校の実態・課題に応じた講師配置を行いました。 

 

＜市単独で配置した１校あたりの非常勤講師（平均）＞ 

 

 

  Ｈ２２ H２３ Ｈ２４ Ｈ２５ H２６ 
週 あたりの授 業
時 間 数  

約 35 時 間  約 24 時 間  約 23 時 間  約 25 時 間  約 29 時 間  

配 置 人 数  2.5 人  3.1 人  3.2 人  3.2 人  3.9 人  

＊ 学校規模によって変動があります。 
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